褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成　23年　4月　6日　（　水　）　　　　　　　　　　　開催回数　第13回

時　間　　15時30分～16時

場　所　　病院　応接室

記録者　　沢田　静子
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＜褥瘡発生者の報告＞

· 病　　院→東病棟～褥瘡なし

・高橋栄子様→表皮剥離あり、ラップ保護、２時間毎の体位変換を行っている。　　　　

　　　　　・リスクが高い方は、水梨孝純様　大久保美津子様　　　　

　　　　　　　

南病棟～褥瘡3名

・北山和子様→臀部に褥瘡あり処置変わりなし。

・谷内愛子様→臀部に褥瘡あり処置変わりなし。

・小山正好様→踵に褥瘡あり、アズクロ・ラップ保護行っている。

・丸屋庄司様→退院されています。

・リスクの高い方は、勝田ヒモエ様

　　　　　　　

西病棟～褥瘡１名

・川村敏也様→受診不要であるが、処置は継続である。

　　　　　　　　　　　　　　仙骨部１回／１日処置施行。

北病棟～褥瘡はなし。

　　　　　　　

· 南山苑３Ｆ～褥瘡2名

・依田キワ様→状態改善傾向。1回/１日アズノール軟膏塗布、ラップ保護継続。

・高橋玉枝様→両踵に褥瘡あり、ゲーベン・ガーゼ保護をしてきたが、状態改善傾向にある為、アズノール・ラップ保護へ変更している。

· 南山苑２F～褥瘡7名（新規2名）

・吉田ルエ様→ポケットの中を洗浄後、よく水気を切り、ガーゼにゲーベンを塗り保護するという処置方法を継続。

・上村よし様→膝に褥瘡あり。穴空きガーゼにゲーベンを塗り保護するという処置を継続。
・軽米フミ様→尾骨部に褥瘡あり。亜鉛化軟膏・ラップ保護継続

・畑内マツ様→仙骨部に褥瘡あり。ゲーベン・ラップ保護継続。
・中里ノブ様→左踵部に褥瘡あり。ゲーベン・ガーゼ保護継続。
新規

・中野さつ様→仙骨部と両足に褥瘡あり。1日1回ゲーベン・ガーゼ保護という処置を行っている。

・吉田正太郎様→仙骨部に褥瘡あり。穴空きガーゼにゲーベンを塗り保護するという処置を継続。
・早川忠様～退所されています。

＜連絡事項＞

・今年度は病院・南山苑ともに、褥瘡になる患者様・利用者様が増えています。早期発見･早期治療に努めて行きましょう。

　・病院スタッフは３月分まできちんと集計を終了しておいて下さい。

　・今年度の委員会は本日で終了です。










